
 
 

 

7月になり１学期も終わりが近づいてきました。1学期は運動会などの大きな行事も大成

功で終わり、生徒たちも明るく元気に学校生活を送ることができました。この間、地域や保

護者の皆様に様々な面でご支援やご協力をいただき誠にありがとうございました。2学期以

降もよろしくお願いいたします。 

 さて、現在世の中で大きな話題となっていることの一つに、「学校教育における生成ＡＩ

の活用」というものがあります。生成ＡＩとは ChatGPTなどのようにインターネット上にあ

る様々なデータをもとに文書や絵の作成、質問に対する回答などを行ってくれる最新の技

術です。しかし、生成ＡＩを学校現場で使用するうえでは様々な問題を抱えており、先日文

部科学省がガイドラインを発表しました。以下、文部科学省のガイドラインの一部を掲載し

ます。 

 
 生成ＡＩは確かに便利ですが、「技術の進歩＝人類の進歩」かと言われると、私は何とな

く違うのではないかと感じています。一部の専門家の中には、正解を出すようなものはＡＩ

に任せ、人間は正解のないものを考えればいいという人もいますが、正解のないものを考え

るためでも知識や技能が必要であり、数学の問題を解くような論理的思考や判断力も必要

になってくると思います。これについて皆さんはいかがお考えでしょうか。私は科学技術の

進歩が逆に人間を後退させているのではないかと感じている今日この頃です。 
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６月８日(木)、地域懇談会を実施しました。「災害時に中学生として地域のためにできるこ

とは何か」のテーマのもと、各班で意見交換しました。ＣＳ委員の方や保護者の方にも班に

入っていただき、討議を見守っていただきました。 

 
 
 
 
 
１年生の班には、上級生がはいり、とても上手に議論を進めていました。１年生は、先輩の頼もしさを実感しました。 
 
 
６月２８日(水)～３０日(金)「職場体験」が実施されました。 

短い期間でしたが、普段はできない貴重な体験となりました。 

この体験を通じて、どのようなことを感じたでしょうか。 

お世話になった事業所の方々への感謝の気持ちを持ち、今後の 

生活も頑張ってほしいと思います。 
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７月２日(日)杉並区中学生レスキュー隊発足式及び合同訓練 

が実施されました。本校からは、７名がレスキュー隊員となり、 

当日は、４名が参加しました。 

人のために何ができるか考え、訓練を受ける姿は、とても立派 

でした。 
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